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鉄
道
を
支
え
る
機
械
設
備
が
ど
れ
ほ
ど
高
性
能
に
な
っ
て
も
、

鉄
道
を
動
か
す
の
が
「
人
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

小
田
急
電
鉄
で
は
、
鉄
道
事
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
安
全
に
つ
い
て
の

共
通
認
識
を
持
つ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

組
織
と
し
て
の
「
安
全
力
」
を
高
め
る
、そ
の
取
り
組
み
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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小
田
急
電
鉄
で
は
、
社
員
の
安
全
意
識
の

向
上
と
安
全
文
化
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
２
０
０
８
年
度
よ
り
10
月
1
日

を
同
社
独
自
の
「
鉄
道
安
全
の
日
」
と
定
め

た
。
そ
し
て
初
年
度
の
こ
の
日
、
開
催
し
た

の
が
「
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
だ
。

テ
ー
マ
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
」。
慶

應
義
塾
大
学
理
工
学
部
管
理
工
学
科
の
岡
田

有
策
教
授
に
よ
る
講
演
と
各
部
に
よ
る
安
全

に
か
か
わ
る
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
た
こ
の

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
約
２
０
０
人
が

参
加
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
講
演
な
ど
は
随
時

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
通
常
は
部
門
単
位
で

行
わ
れ
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
鉄

道
事
業
に
携
わ
る
者
」
と
し
て
、
初
め
て
関

係
全
部
門
の
横
断
的
な
参
加
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
安
全
に
つ
い
て
社
員
全
員
で
考
え
た

い
と
い
う
意
志
が
反
映
さ
れ
た
試
み
だ
。

そ
れ
だ
け
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ

も
全
部
門
共
通
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

「
会
社
と
し
て
今
、
何
を
す
べ
き
か
。
取

り
組
み
の
中
で
何
が
足
り
な
い
の
か
。
こ
れ

を
突
き
詰
め
て
考
え
た
時
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
に
行
き
当
た
っ
た
」
と
安
全
・
技
術
部

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
の
山
田
正
文
課
長

は
説
明
す
る
。

現
在
、
機
械
設
備
の
精
度
や
性
能
は
格
段

に
向
上
し
て
お
り
、
故
障
な
ど
に
よ
る
事
故
・

ト
ラ
ブ
ル
は
減
少
し
て
い
る
。
む
し
ろ
取
り

扱
い
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
起
因
す
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
だ
。

「
ど
ん
な
に
機
械
化
が
進
ん
で
も
、
私
た
ち

の
仕
事
す
べ
て
が
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
に
は
な

ら
な
い
。最
後
は
人
が
完
結
さ
せ
る
。そ
れ
は
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
」

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
と
い
う
も
の
を
、
各

自
が
ど
う
理
解
・
認
識
し
て
い
る
の
か
。
バ

ラ
バ
ラ
な
理
解
と
認
識
を
、
組
織
と
し
て
定

義
づ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
と
言
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
し
た
徹
底
検
証

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
並
行
し
て
、「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
」
も

実
施
さ
れ
た
。

岡
田
教
授
が
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
講
義
を
し
た
後
、
安
全

管
理
規
程
に
か
か
わ
る
関
係
部
門
社
員
約

３
０
０
０
人
を
対
象
に
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
調

査
結
果
に
つ
い
て
は
部
門
別
だ
け
で
は
な
く
、

職
種
別
に
も
分
析
が
行
わ
れ
た
。

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
基
に
、
岡
田
教
授
が
小
田
急
電
鉄

の
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
講
演
を
実

施
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
各
部
門
別
に
、
岡
田

教
授
か
ら
部
門
の
傾
向
の
詳
細
や
実
務
的
な

対
応
策
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
総
合

的
に
見
て
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て

は
非
常
に
一
生
懸
命
事
故
防
止
に
努
め
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
う
。
そ
し

て
今
後
は
、
組
織
的
に
安
全
確
保
に
取
り
組

む
、
そ
の
意
識
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

「
安
全
と
い
う
と
、
指
針
を
守
り
、
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
れ
、
と

い
う
よ
う
な
精
神
論
が
多
く
、
つ
ま

り
各
個
人
が
必
死
に
安
全
に
取
り
組

み
な
さ
い
と
い
う
時
代
だ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
理
論
的
・
組

織
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
る
。
安
全
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
企
業
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考

え
が
必
要
だ
」と
山
田
課
長
は
語
る
。

個
々
の
安
全
へ
の
高
い
意
識
を
大

切
に
し
つ
つ
、
企
業
と
し
て
の
問
題

意
識
を
育
て
、
安
全
風
土
・
安
全
文

化
を
定
着
さ
せ
る
。「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、
そ
の
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

鉄道の安全と
運輸安全マネジメント制度
［日本一安全な鉄道を目指す小田急電鉄の取り組み］
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各部による安全対策の発表

組織が安全について真正面から改めて向き合うためには、企業が芯＝人から変わる必要がある。
2008 年度の全社的なテーマとして、小田急電鉄は「ヒューマンエラー」を取り上げた。
安全は個人の作業上において守るものではなく、企業として皆で確立するものだと認識を改める。

ヒューマンエラー
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　「ヒューマンエラー」というと、誰かの事故を起こした行為
ととらえられがちですが、企業で考える場合には事故の未然
防止が目的ですから、いくら起こった行為を定義づけても、
起こる前の行為については何も改善できません。その定義は
それぞれの企業で考えていかなければならない問題です。
　小田急電鉄に限らず、鉄道の現業の職場には「自分では
原因が分かっているからいい」「ミスを知られたくない。叱ら
れたくない」という思いが潜在しています。これは行為の責
任が個人に限定され、「叱る」「叱られる」レベルになってしまっ
ているからです。そのため、エラーという言葉に対してネガ
ティブに構えてしまう。これを修正していくためには、管理
者が「組織で責任を持つべき行為」と「個人で責任を持つ
べき行為」を明確にし、適切な対応措置のガイドラインを策
定すること、そしてその対応措置は、トラブルに「つながり
やすい」ことを「つながりにくい」にしていくという視点で
実施することが望まれます。言い換えれば、これが組織にお
けるヒューマンエラー防止活動の基本姿勢とも言えます。
　また、「ヒューマンエラー防止のためにどんどん社内で軽
微な情報（ヒヤリ・ハット情報）を集めましょう」という企
業が多いのですが、現場から上がってくるヒヤリ・ハット情
報では「うっかりしてしまいました。不注意でした。次から
気をつけます、頑張ります」というようなものが多くなって
しまう傾向があります。このような、事象の発生の本質・背
景が盛り込まれていない報告書では、数が集まっても、分析・
評価につなげることができません。なぜ、ヒヤリ・ハットの
ようなトラブル未満の事象の情報まで収集するかといえば、
そこから将来の安全性を高めるための対策を講じるためにで
す。そのように将来の安全性を高めるためには、どんな情報
を報告すべきか、そしてその情報が自分たちの日常の業務の
改善にどうつながるのか、そういったことへの理解・認識を、
現場の作業者一人一人が持てるように、職場全体において
安全活動の意義と意味と実質とをしっかり教育していくこと
が必要です。
　現業の人たちの安全意識が低いわけでは決してないです。ただ、「安
全性を高める」ことと「安全活動」がつながって見えていない。企業
の安全活動に対する理解度を全社的に深める必要があります。個人レ
ベルの安全と組織レベルの安全、「一人に起こった問題は皆の問題で
あり、皆で考えて、改善していくことが、結局自分にとってのプラスに
もなる（情けは人のためならず）」という教育が必要です。
　こうした意識の向上は何も現業の職場に限ったことではありません。
関連以外の部署まで浸透していないと、実は事故が起こった時のネッ
クになりやすい。医療関係などを見ても、事務職まで全社的に浸透し

ている企業はやっぱり強いですね。

社員の意識とセットになった対策が必要

　そこまで社員の意識を高めるのに必要なのは、やはり高
度なトップマネジメントです。社員側にやらされ感が強い
と、本質的には何も変わらない。例えば、確認作業の中で
安全性を高めようとチェックポイントをむやみに増やすと、
現業のキャパシティーを超えて負担が大きくなり、今度は
別の事故が起きる危険性が高まってくる。事故だけではな
く、通常の仕事までも視野に入れて、エラー防止対策は現
場の仕事を改善する、つまり働きやすい職場づくりにつな
げるんだという考えが大切です。
　事故の防止策は多くの場合、強制的にそれが起こらない
ように、鉄道でいえば、スピードを制御する ATC や ATS
の役割をする策が立案され、実施されます。けれども、人
間は時には思わぬ行為をし、その対策を乗り越えてしまっ
たりもします。
　ですから、結局、人の意識・行動とセットにした対策が
重要になってきます。心理的な要因をうまく働かせて、安
全な行動に向けていってもらうことです。「安全にしよう」
ではなくて、「安全は自分たちでつくり上げるものだ」とい
う意識を全社員が持つようにする。「こういう活動には意義
がある」という価値観を全員が持つ。すると、次の段階では、

「こんな安全活動をしなければならない」という対策が出て
くるようになります。最終的に安全活動の対策はボトムアッ
プの流れからの提案になることが望ましい。実施者のモチ
ベーションが低い対策は、どんなに効果が期待される対策
でも機能しません。実施者の理解とそれに伴う対策へのモ
チベーション、そういうものを備えた対策を計画者は調整
していくことが必要です。
　このように安全活動は、従業員満足を高めるようにして
はじめて生きてきます。そして、それは同時に顧客満足を

高めることにもなります。そういう意味では、安全活動の評価指標と
して、顧客満足度を取り入れるのも一つです。
　安全活動はすぐに結果・変化が生じるといったものではありません。
また、収益などとの関連性も見にくいものです。しかしながら、そうい
う活動を地道に継続していくことが、組織における安全文化を醸成し、
トラブルに対して頑強な組織をつくり上げることにつながります。輸
送安全のための活動を単なる事故防止活動という枠でとらえず、社内
におけるさまざまな活動とリンクさせ、安全であるという矜持を自然に
持てるような組織を目指すことが大切だと思います。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
組
織
的
に
と
ら
え
、

安
全
活
動
の
意
義
を
全
社
的
に
理
解
す
る
。

事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
の
可
能
性
を
減
ら
す―

―

そ

の
た
め
に
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
自
体

を
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
し
て
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
誘
発

し
た
要
因
を
的
確
に
と
ら
え
、
評
価
し
、

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
活
動
の
実
質
性
を
高
め

る
に
は
、
企
業
に
お
け
る
安
全
活
動
の
意

義
を
す
べ
て
の
従
業
員
に
理
解
し
て
も
ら

い
、
全
社
的
な
活
動
の
レ
ベ
ル
に
し
て
い

く
、
つ
ま
り
組
織
と
し
て
の
安
全
文
化
を

熟
成
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

慶應義塾大学理工学部
管理工学科　教授　工学博士

岡田有策
Yusaku OKADA
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「
異
常
時
総
合
訓
練
」
は
、
１
９
６
２
年

以
来
、
毎
年
、
電
車
基
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、

地
元
の
消
防
署
や
警
察
署
と
も
連
携
、
地
域

ぐ
る
み
の
大
規
模
な
訓
練
と
な
っ
て
い
る
。

48
回
目
と
な
る
２
０
０
８
年
は
10
月
21
日
、

海
老
名
電
車
基
地
で
行
わ
れ
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
の
は
運
転
車
両
部
、
旅

客
営
業
部
、
工
務
部
、
電
気
部
、
複
々
線

建
設
部
、
交
通
企
画
部
、
安
全
・
技
術
部

と
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
箱
根
登
山
鉄
道
、
小

田
急
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
合
わ
せ
て
総
勢
約

６
０
０
人
。
訓
練
見
学
に
は
、
社
員
の
希
望

者
の
ほ
か
、
10
年
前
か
ら
小
田
急
電
鉄
が
Ｃ

Ｓ
︵
顧
客
満
足
︶
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
る
「
小
田
急
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー

制
度
」の
モ
ニ
タ
ー
も
参
加
し
て
お
り
、新
聞
・

テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
各
社
も
取
材
、
大
勢

が
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
る
中
で
の
迫
力
の
訓

練
と
な
っ
た
。

地
元
と
連
携
を
と
っ
た
大
規
模
演
習

異
常
時
総
合
訓
練
を
開
始
か
ら
見
学
し

た
。訓

練
は
、
12
時
15
分
、
大
須
賀
社
長
の
訓

示
の
後
、
訓
練
目
的
や
訓
練
想
定
な
ど
が
説

明
さ
れ
、
12
時
30
分
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
想

定
場
所
は
、
小
田
急
小
田
原
線
足
柄
駅
～
小

田
原
駅
間
の
踏
切
。
事
故
は
12
時
31
分
に
踏

切
内
に
自
動
車
が
侵
入
し
、
新
宿
行
き
上
り

急
行
列
車
が
接
触
脱
線
、
乗
用
車
が
炎
上
し

た
と
い
う
も
の
だ
。

重
傷
を
負
っ
た
自
動
車
運
転
手
と
同
乗
者

の
2
人
が
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。

連
絡
を
受
け
て
駆
け
付
け
た
海
老
名
市
消
防

署
の
消
防
隊
員
が
消
火
作
業
に
あ
た
り
、
レ

ス
キ
ュ
ー
隊
が
車
を
解
体
し
て
、
救
出
。
重

傷
者
は
担
架
で
運
ば
れ
、
救
急
車
で
病
院
へ

向
か
う
。
こ
こ
で
は
、
人
命
救
助
と
併
発
事

故
防
止
の
た
め
の
初
期
対
応
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

同
時
に
、
消
防
や
警
察
と
の
連
携
強
化
を
演

習
す
る
。
異
常
時
総
合
訓
練
は
、
年
度
ご
と

に
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト
を
変
え
、
よ
り
実
務
に

即
し
た
内
容
に
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。

乗
客
の
救
出
、
避
難
誘
導
、
障
害
物
の
除

去
を
終
え
る
と
、
事
故
調
査
に
移
る
。
そ
の

後
、
車
両
の
脱
線
や
電
線
路
の
修
復
、
マ
ク

ラ
ギ
交
換
な
ど
の
軌
道
修
復
、
倒
壊
し
た
踏

切
設
備
の
設
置
な
ど
、
復
旧
作
業
に
入
る
。

現
業
社
員
が
一
刻
も
早
い
復
旧
に
取
り
組

ん
で
い
る
間
に
は
、
事
故
調
査
等
の
正
確
な

情
報
報
告
の
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
は
滞
り
な
く
進
み
15
時

30
分
、
訓
練
は
終
了
し
た
。
実
は
訓
練
参
加

者
は
こ
の
総
合
訓
練
で
正
確
に
無
駄
な
く
行

動
で
き
る
よ
う
に
、
事
前
に
練
習
を
重
ね
て

鉄道の安全と
運輸安全マネジメント制度
［日本一安全な鉄道を目指す小田急電鉄の取り組み］

特　集

発煙信号の現示訓練

実際に車両、乗用車を使用する レスキュー隊による救出訓練

40 年以上も続けて行われている異常時総合訓練は、実際に車両や自動車を使用し、
地元の消防署や警察署までが参加する大規模な訓練だ。
事故や故障に遭遇した経験がない社員が増えている中で、
大事故のイメージや復旧作業の一端を見ることができる貴重な機会となっている。

異常時総合訓練
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い
る
と
い
う
。
訓
練
の
た
め
に
訓
練
を
繰
り

返
し
、
身
に
つ
け
る
努
力
を
重
ね
て
い
る
の

だ
。
こ
の
予
行
演
習
が
非
常
に
効
果
的
だ
と

山
田
課
長
は
説
明
す
る
。

「
参
加
者
は
一
連
の
流
れ
の
中
で
目
的
を

持
っ
て
演
習
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に

協
力
す
る
人
に
と
っ
て
も
、
通
常
業
務
で
は

滅
多
に
な
い
貴
重
な
経
験
を
し
て
い
る
。
社

内
に
そ
う
い
う
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、

社
と
し
て
の
力
が
つ
い
て
い
る
の
も
事
実
。

い
い
結
果
が
出
て
い
る
と
思
う
」

そ
の
一
方
で
、
一
部
に
は
異
常
時
総
合
訓

練
は
「
見
せ
る
訓
練
で
し
か
な
い
」
と
い
う

評
価
も
あ
る
と
い
う
。
現
段
階
で
は
事
故
を

想
定
し
、
訓
練
手
順
が
決
ま
っ
た
状
態
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
不
慮
の
事
故
に
対
応
す
る

た
め
、
シ
ナ
リ
オ
が
な
い
訓
練
も
必
要
と
い

う
声
だ
。

「
総
合
訓
練
は
全
社
的
な
訓
練
と
し
て
非

常
に
有
効
だ
が
、
い
ざ
何
か
が
起
こ
っ
た
時

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
各
職
場
で
も
普
段

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
重
ね
て
お
く
必
要

が
あ
る
」
と
嶋
崎
常
務
も
指
摘
す
る
。

実
施
訓
練
の
最
後
は
、
若
手
社
員
を
中
心

と
す
る
総
勢
１
５
０
人
の
発
煙
信
号
の
現
示

訓
練
だ
っ
た
。
訓
練
経
験
の
な
い
若
手
社
員

に
発
煙
信
号
の
演
習
機
会
と
、
総
合
訓
練
に

参
加
す
る
機
会
を
与
え
る
。
ま
だ
キ
ャ
リ
ア

の
浅
い
時
期
に
こ
う
し
た
機
会
を
得
る
こ
と

で
、
鉄
道
人
と
し
て
の
心
構
え
が
備
わ
っ
て

い
く
の
だ
ろ
う
。
一
斉
点
火
の
光
景
は
、
厳

か
な
趣
が
漂
い
、
社
と
し
て
の
安
全
に
対
す

る
決
意
を
象
徴
す
る
灯
に
感
じ
ら
れ
た
。

小
田
急
電
鉄
の
乗
務
員
は
現
在
、
運
転

士
・
車
掌
が
そ
れ
ぞ
れ
約
５
０
０
人
。
駅
員

経
験
を
積
ん
だ
者
が
車
掌
試
験
を
受
け
、
さ

ら
に
一
定
の
車
掌
経
験
の
後
に
、
希
望
者
は

国
家
資
格
で
あ
る
運
転
士
の
養
成
訓
練
を
受

け
る
。

運
転
車
両
部
の
嶋
津
重
幹
課
長
は
「
異
常

時
の
乗
務
員
は
、
駅
員
と
連
携
し
つ
つ
中
心

と
な
っ
て
事
態
に
対
処
し
、
影
響
の
拡
大
防

止
や
早
期
復
旧
を
図
る
重
要
な
役
割
を
担

う
。
特
に
、車
掌
と
駅
員
の
業
務
を
経
験
し
、

そ
の
仕
事
内
容
を
理
解
し
て
い
る
運
転
士
に

は
、
正
確
な
判
断
と
ス
ム
ー
ズ
な
行
動
が
求

め
ら
れ
る
」
と
説
明
す
る
。

小
田
急
電
鉄
に
お
け
る
運
転
士
の
養
成
訓

練
期
間
は
約
８
カ
月
の
長
期
に
わ
た
り
、
運

転
操
作
の
修
練
の
み
な
ら
ず
、
運
転
に
関
す

る
規
則
を
は
じ
め
、
車
両
の
構
造
や
機
器
、

シ
ス
テ
ム
の
操
作
や
故
障
・
異
常
時
の
対
処
・

復
旧
方
法
な
ど
も
含
め
、
多
岐
に
わ
た
る
知

識
技
能
の
習
得
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
運
転
士
・
車
掌
と
し
て
既
に
単
独

業
務
に
従
事
し
て
い
る
社
員
を
対
象
に
し
た

教
育
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
数
設
け
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
キ
ャ
リ
ア
の
浅

い
者
に
は
予
期
し
な
い
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応

能
力
を
育
て
る
訓
練
の
ほ
か
、
新
人
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、
こ
う
し
た
研
修
の
一

環
と
し
て
、
社
員
自
ら
企
画
、
実
施
す
る
も

の
も
生
ま
れ
て
い
る
。

「
乗
務
員
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
ど
う

や
っ
て
向
上
さ
せ
る
か
は
永
遠
の
課
題
だ
が
、

乗
務
員
自
ら
が
何
の
た
め
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

す
る
の
か
、
ど
う
あ
り
た
い
の
か
を
意
識
し

て
取
り
組
む
研
修
は
、
や
ら
さ
れ
感
が
な
く
、

主
体
的
な
取
り
組
み
に
な
る
た
め
、
効
果
が

あ
る
」
と
、
嶋
津
課
長
は
言
う
。

安
全
意
識
と
自
主
性
を
促
進

こ
う
し
た
中
で
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

の
が
「
乗
務
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
だ
。

「
乗
務
員
と
し
て
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
必
要
な
知
識
・
技
能
の
確
認
を
シ
ス
テ
ム

化
し
、
資
質
の
維
持
・
向
上
に
よ
り
﹃
日
本

一
安
全
な
鉄
道
﹄
を
目
指
す
」
こ
と
を
目
的

に
設
定
さ
れ
、
運
転
士
・
車
掌
と
し
て
単
独

業
務
の
経
験
年
数
が
6
年
か
ら
36
年
を
迎
え

た
乗
務
員
が
、５
年
ご
と
に
研
修
を
受
け
る
。

年
齢
、
運
転
士
・
車
掌
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア

運転士用シミュレーターで運転を体験

さまざまな世代やキャリアの運転士・車掌が一同に受講する研修が今年度、
新たに設けられた。
ともに安全について学ぶ中で、自他の職務について見つめ直す場となった。
乗務員の安全に対する姿勢が受け身ではなく、主体性を持ったものへと変化している。

乗務員フォローアップ研修
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の
異
な
る
者
が
一
同
に
受
講
す
る
こ
と
と
、

各
区
長
の
推
薦
を
受
け
た
主
任
運
転
士
、
主

任
車
掌
が
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
の
が
大
き

な
特
徴
だ
。

研
修
は
、
前
期
・
中
期
・
後
期
と
３
段

階
に
分
け
て
実
施
さ
れ
る
。
前
期
講
習
で

は
、
乗
務
員
と
し
て
の
使
命
や
作
業
順
序
の

急
所
、
裏
づ
け
を
再
認
識
す
る
机
上
研
修

と
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
安
全
啓
発
セ
ン
タ
ー
・
三
河
島

事
故
慰
霊
碑
の
見
学
。
中
期
講
習
で
は
、
乗

務
中
の
自
己
の
作
業
を
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た

後
、
ビ
デ
オ
映
像
を
見
な
が
ら
作
業
確
認
を

行
う
。

後
期
講
習
は
ふ
た
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

る
。
ひ
と
つ
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
で
、

運
転
士
用
と
車
掌
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使

用
。
運
転
士
は
車
掌
の
、
車
掌
は
運
転
士
の

業
務
を
疑
似
体
験
す
る
。
相
互
の
業
務
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
日
々
の
業
務
連
携
を
強

め
る
こ
と
、
異
常
時
に
お
け
る
連
携
を
よ
り

円
滑
に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
市
販
の
プ
ラ
レ
ー
ル
を

使
い
、
異
常
時
対
応
を
ロ
ー

ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
方
式
で
学

ぶ
講
習
。
あ
ら
か
じ
め「
ホ
ー

ム
過
走
」や「
自
力
推
進
」「
知

ら
せ
灯
消
灯
」
な
ど
の
課
題

が
出
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
対
応
の
手
順
を
議
論
し
、

グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
対
応

方
法
を
発
表
、
評
価
し
合
う

進
め
方
だ
。

研
修
を
受
け
た
乗
務
員
か
ら
は「
運
転
士
・

車
掌
の
相
互
理
解
が
深
ま
っ
た
」「
異
常
時
に

は
正
確
な
報
告
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
上
が
っ
て
い

る
。ま

た
、
キ
ャ
リ
ア
や
世
代
が
異
な
る
者
同

士
が
と
も
に
受
講
す
る
効
果
も
高
い
。「
小

田
急
電
鉄
の
乗
務
員
と
し
て
あ
り
た
い
姿
」

が
議
論
さ
れ
、
年
長
者
が
若
い
世
代
に
過
去

の
事
故
体
験
を
話
し
、
事
故
を
語
り
継
ぐ
。

こ
う
し
た
交
流
の
中
で
、
互
い
に
学
ぶ
こ
と

も
多
い
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
も
、
若
い
世

代
は
経
験
の
少
な
さ
か
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
は
慣

れ
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
こ

う
し
た
交
流
が
改
め
て
自
ら
の
職
責
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
好
機
と
な
る
。

自
ら
の
職
責
を
改
め
て
意
識
す
る
こ
と
に

よ
り
、
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

意
識
も
強
ま
っ
て
き
た
。
運
転
車
両
部
で
は

「
信
頼
と
感
動
を
生
む
仕
事
を
し
よ
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
よ
り
快
適
に
乗
車
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
取
り

組
み
も
進
ん
で
い
る
。
嶋
津
課
長
は
「
無
事

故
・
定
時
運
転
は
お
客
さ
ま
を
安
全
か
つ
快

適
に
お
運
び
す
る
た
め
の
も
の
。
安
全
確
保

も
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
目
指
す
も
の

は
同
じ
。
こ
の
思
想
は
、
現
場
最
前
線
に
ま

で
浸
透
し
つ
つ
あ
る
」
と
語
る
。

ト
ッ
プ
が
先
頭
に
立
ち
安
全
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
新
体
制
の
下
、
小
田
急
電
鉄
で
は

す
べ
て
の
社
員
が
一
体
な
っ
て
安
全
風
土
・

安
全
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

鉄道の安全と
運輸安全マネジメント制度
［日本一安全な鉄道を目指す小田急電鉄の取り組み］

特　集

プラレールを使い異常時対応を考える

グループごとに対応方法を発表

運転士は車掌の業務を体験

　小田急電鉄沿線は、東海地震の警戒区域
に入っているため、災害による事故の警戒
についても、さまざまな対策を採っている。
注目されるのは、その一環として 2006 年
に導入された「早期地震警報システム」だ。
このシステムを取り入れたのは民鉄では小
田急電鉄が初めてで、防災意識の高さがう
かがえる。
　気象庁から配信される地震情報や緊急地
震速報を運輸司令所に専用回線を通じて伝
達し、運輸司令所内のコンピューターが列
車への影響を予測する。被害が予想され
る場合には全列車に緊急信号を自動的に通
報。列車を運行中の運転士はその信号を確
認し、直ちに手動で列車を緊急停止させる
仕組みだ。信号が発信されてから全列車の
停止まで２秒。わずかな時間差が明暗を分
ける災害事故で、こうした迅速な対応がと
れるシステムは非常に有効だ。また、小田
急全線では概ね５㎞ごと、計 28 カ所に地
震計を設置している。これにより地震発生
時には沿線各地における地震の揺れ・大き
さを把握し、徒歩点検などを必要とする区
間を限定することができる。地震発生後の
早期運転再開が可能になるわけだ。
　その他にも「法面（のりめん）の崩落検
知システム」を導入している。法面付近の
線路上にセンサーを設置し、地盤が緩むと、

土砂が動いたこ
とを検知し、列
車に知らせる。
地震だけではな
く、集中豪雨時
にも土砂崩れな
どによる事故を
防ぐことができ
る。
　さらに沿線各
ポイントで雨
量・風速などを
24 時間計測し
ているが、2009
年度には新たに
河川の水位計や
監視カメラを設
置する予定で、
より密度の高い
防災対策が進め
られている。

早期地震警報
システムの導入

列車は緊急信号を受信

運輸司令所

地震情報受信画面例


